
◆ 総 合 計 画 と は

. ○

○

○

　　　基 本 構 想

　　　基 本 計 画 （区ビジョン基本方針を含む） 　　により構成

　　　実 施 計 画

○ 平成１９年度～２６年度　（８年間）

● 政令市移行に伴う区政の開始 ● 地域主権・市民協働の推進

● 市民ニーズの多様化・高度化 ● 都市と田園の共生

● 都市と田園など豊かな自然の共存 ●
拠点性を活かした交流の拡大など

都市活力の強化

● 地理的優位性（日本海側の拠点） ● 安心・安全で快適な暮らしづくり

● 国際化の進展 ●
明日を担う人材の育成と豊かな生

き方の創造

● 少子高齢化の急速な進展

●
学力・体力・心の豊かさを育てる

必要の高まり

主 な 社 会 状 況 や 本 市 の 特 性 総 合 計 画 策 定 の 主 な 視 点

新 ・ 総 合 計 画 に つ い て

新潟市政の最上位計画で，将来のまちづくりの基本理念や方向性を示すもの

協働のまちづくりを行う上で，市民と行政が目指す方向性を共有化するもの

まちづくりを行う上での取組みが示され，さまざまな施策の指針となるもの

◆新・総合計画の計画期間

◆新・総合計画策定にあたっての視点

資 料 １
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新総合計画の構造と役割

実 施 計 画
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基 本 計 画

H19. 3策定予定
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● 基 本 理 念 ･ ･ ･ ま ち づ く り に お け る 最 も 基 本 的 な 考 え 方

● 都 市 像 ・ ･ ･ ･ 今 後 目 指 す 都 市 の 姿 を 示 す も の

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ （ 現 総 合 計 画 は ４ つ の 都 市 像 ）

● 将来人口推計・・・・・・・・・・

計 画 期 間 中 の 人 口 の 増 減 を 推 計

● 土地利用方針・・・・・・・・・・

都市の形をつくる上での基本的な方針

● そ れ ぞ れ の 都 市 像 を 実 現 す る た め

の政策・施策を体系化したもの・

● 特に重点的に取り組むべきテーマ

を示したもの・・・・・・・・・

● 基 本 計 画 に お け る 政 策 ・ 施 策 を 実 現 す る た め の 具 体

的な取組み（事業）を掲載したもの・・・・・・・・・
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H18.4 H19.4

12 9 126 7 8 1110

新総合計画策定のスケジュール （案）

1 2 53 1 2 3

市 議 会 ・ 地 域 審 議 会 ・ ･

区 自 治 協 議 会 準 備 会 etc.

政令市

基本計画（総論 ･各論 ･区ビジョン基本方針）案の作成②

基 本 構 想 （ 理念 ･ 都市像等 ）案の作成①
議案
上程

議 案
作 成

⑤

実 施 計 画

⑦

19 年度 20 年度

計画期間 Ｈ19～26年度

⑥ 新 ･ 総 合 計 画

・ 基 本 構 想

・ 基 本 計 画

（総論･各論･区ビジョン基本方針）

計 画 期 間 H20 ～ 未 定

区ビジョン・・

まちづくり計画
⑨

区 民 等 と の
協 働 で 策 定

区 ビ ジ ョ ン ま ち ・

づ く り 計 画 の 策 定
⑧

計画期間 Ｈ19～26年度

④

パブリックコメント

住 民 説 明 会

答
申

総合計画審議会③

諮
問

審 議
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課　　題

・教育･生涯学習の充実、豊かな文化の創造

・地方分権の一層の推進

・農業経営の強化、新たな経営戦略の展開

・ 都 市 の 拠 点 性 の 強 化

・学力･体力･心の豊かさを育てる必要の高まり

・ 保 健 ･ 医 療 ･ 福 祉 の さ ら な る 充 実

・ 少 子 高 齢 化 の 急 速 な 進 展

・ 快 適 な 住 環 境 の 整 備

・ 凶 悪 化 す る 犯 罪 、 国 際 テ ロ の 多 発

・ 安 全 に 対 す る 高 い 市 民 ニ ー ズ

・ 防災 ・ 危 機 管 理 体 制 の 強 化

・ 本 市 の 持 つ 地 理 的 優 位 性

・ 交 流 人 口 の 拡 大 ･ 産 業 振 興

・ 国 際 化 の さ ら な る 推 進

新 ・総合計画基本構想の概要（素案）

・食と花をはじめとする豊かな資源

・かつての急成長が望めない経済状況

・ 様 々 な 分 野 で の 国 際 化 の 進 展

・市街地の拡大と将来的な人口減少

・都市と田園などの自然が共存する都市形態

・政令市移行に伴う区政の開始

・都市と田園の調和

社会の潮流・新潟市の特性

市 民 ・ 地 域 ・ 行 政 が パ ー ト ナ ー と し て

共 通 の 課 題 に 取 り 組 む 自 立 の ま ち を 目

指 す 。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

都 市 像

高 次 機 能 を 持 つ 都 市 と 田 園 な ど 豊 か な

自 然 が 調 和 す る ま ち を 守 り 育 て る 。 ・

本 州 日 本 海 側 初 の 政 令 市 と し て 、 東 ア

ジ ア を は じ め と す る 諸 外 国 や 国 内 と の

多 様 な 交 流 を 通 じ て 力 強 く 発 展 す る と

と も に 広 く 国 内 外 に 貢 献 す る 。 ・ ・ ・

市 民 に と っ て 最 も 身 近 で 基 本 的 な 課 題

で あ る 、 安 心 ・ 安 全 で 快 適 な 暮 ら し が

保 た れ る ま ち を 目 指 す 。 ・ ・ ・ ・ ・ ・

①まちづくりの理念・・・

・一人ひとりを大切にし、支

・えあい、学びあい、共に育

・ つ ま ち づ く り ・ ・ ・ ・ ・

・都市と田園が恵み合い、共

・生するまちづくり・・・・

・本市のすぐれた特性を活か

・した多様な交流 → 国内外

・に貢献するまちづくり・ ･

・市民と地域が主導的役割を

・果たし、市民と行政が協働

・するまちづくり・・・・・

● 田園とみなとまちが恵・

・み合い、共に育つまち・

● 人 び と の 英 知 が 集 う 、

・ 日 本 海 開 港 交 流 都 市 ・

②目指すまちの形・・・・

・都市と自然が共存する都市

・構造の維持・・・・・・・

・拡大型のまちづくり → まと

・まりある機能的な市街地形成

・（コンパクトなまち）・・・

・拠点都市にふさわしい都心

・機能の向上・・・・・・・

・各区の拠点機能も配慮した

・個性的なまちづくり・・・

● 市全体が調和し持続的に発

・展するまちを目指す。・・

ま ち づ く り の ・
基 本 的 な 考 え 方

地域コミュニティ、市民協働、人権尊重

地域主権、地域の一体感の醸成・ ・・

行財政の効率性・透明性の向上

市街地拡大のコントロール、自然環境の保全

都市と田園が恵み合う関係の構築

農水産業の振興・・・・・・・

環境の保全、資源の循環・・・

まちの魅力の発信による交流人口の拡大

国際交流の拡大・・・・・・・・・

産業の振興・・・・・・・・・

交通基盤の充実等による拠点性の強化・

ま ち な か の 強 化 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

防犯・防災・危機管理体制の強化

健康づくりの推進、医療体制の充実

住 環 境 の 整 備 、 都 市 緑 化 の 推 進 等

生活道路・上下水道等・・・・

学校と地域 ･家庭の連携による教育の実践

学 校 教 育 の 充 実 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

生 涯 学 習 の 充 実 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

芸 術 ・ 文 化 ・ 歴 史 の 保 護 と 充 実 ・

ス ポ ー ツ の 振 興 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

子育て支援･高齢者福祉など福祉施策の充実

全 て の 人 が そ の 能 力 を 磨 き 実 践 で き る 環

境 づ く り や 文 化 振 興 な ど を 通 じ 、 豊 か な

心 と 可 能 性 ・ 創 造 性 に 満 ち た 人 々 が 育 ち

活 躍 す る ま ち を 目 指 す 。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

① 地 域 と 共 に 育 つ 、 分 権 型 協 働 都 市

② 大 地 と 共 に 育 つ 、 田 園 型 拠 点 都 市

③ 世 界 と 共 に 育 つ 、 日 本 海 交 流 都 市

④安 心と 共に 育つ 、く らし 快適 都市

⑤ 市 民 が 共 に 育 つ 、 教 育 文 化 都 市
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